図画工作科・美術科における伝統文化学習教材化の視点と展開　―チェコ共和国と日本における事例の比較から― by 浅海, 真弓 et al.
図画工作科・美術科における伝統文化学習教材化の視点と展開 
—チェコ共和国と日本における事例の比較から— 
Perspectives and development of using traditional cultures as study materials  
in the subjects of ‘arts and crafts’ and ‘fine arts’ 
-A Comparative case study of art education in Czech Republic and Japan-  
 
                            淺海真弓,        村上裕介,        平野兼伍 














 （キーワード） チェコ共和国,カリキュラム,美術教育,伝統文化 



























でBASIC SCHOOLSと位置づけられ，1ststage（初等教育 1〜5学年），2ststage（前期中等教育lower secondary 6
〜9学年）に分けられた初等中等一貫の基礎教育である。なお,第6～9学年は 8 年制のギムナジウム (普通科高











４ National Education Programmeについて 
 チェコでは民主化以前 1989 年まで,国で統一された教育制度が存在していたが,最近まで教育課程の垂直階層
システムはなく,1990 年代以降,多くの学校がさまざまな独自の学習カリキュラム,プログラムを開発し実施され
て いた 。 1995 年 に義 務教 育の 教育目標 základníškola が 発 行さ れ , 「 基礎教 育の 基準
（Standardzákladníhovzdělávání）」が規定され,1997 年には国際的な構造（ヨーロッパの統合）に関連し,改訂
された。2007年にはこれに代わり教育課程のための国が保証する公式文書National Education Programme(Státní 
program vzdělávání–SPV)が整えられた。これは初等教育および中等教育における教育課程の基準であり，
Framework Education Programme(FEPチェコ語表記ではRámcový vzdělávací program–RVP)と School Education 
Programme(Školní vzdělávací_program)の国レベルと学校レベルの二つの面からなる。 
 Framework Education Programmeは，1）就学前教育，2）初等教育と前期中等教育，3）後期中等教育の3つの
段階の全てに関わり，Framework Education Programme は学校教育課程の基盤として，就学前教育，初等教育，
中等教育の一般的な目標を含んでおり，各段階における教育の内容，各々の特徴や各段階に特有の教育活動，す
なわち，特定の分野において提供され確保されるべき機会や期待される効果，また子供が獲得する能力などを規
定している。又,School Education Programme は，個々の学校によって Framework Education Programme に定め
られた原則に基づき，作成され,各学校の独自性を出している。 
                  チェコの教育課程の基準 
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   ・協力し,チームで働く能力 
 ・争いを処理し,解決する能力 
「自律的に行動する能力（個人の自律性と主体性）」 
   ・大きな展望の中で活動する能力 




























「学習力 Learning competencies」 
「問題解決力 Problem-solving competencies」 
「コミュニケーション力 Communication competencies」 
「社会的及び個人的な力 Social and personal competencies」 
「市民としての力 Civil competencies」 
「勤労能力 Working competencies」 
  
     チェコの義務教育Framework Education Programmeにおけるキー・コンピテンシ  ー
                   Key competencies 
 
 
     義務教育の目標                     学校の教育戦略 
     教育分野の目標 
                               教科学習の教育戦略 
 
教育コンテンツ      シラバス 
期待される成果      具体的な成果 
大まかな主題      練りこまれた主題 










・Language and Language Communication (Czech Language and Literature, Foreign Language) 
② 数学とその応用（数学と応用） 
・Mathematics and Its Applications (Mathematics and Its Applications)  
③ 情報通信技術 
  ・Information and Communication Technologies (Information and Communication Technologies) 
④ 人間とその世界 
・Humans and Their World (Humans and their World)  
⑤ 人間と社会（歴史，市民教育） 
・Humans and Society (History, Civic education)  
 
⑥ 人間と自然（物理，化学，自然科学，地理学） 
  ・Humans and Nature (Physics, Chemistry, Natural Sciences, Geography) 
⑦  芸術と文化（音楽，美術） 
   ・Arts and Culture (Music, Fine Arts) 
⑧ 人間と健康（健康教育，体育） 
   ・Humans and Health (Health Education, Physical Education) 
⑨  人間と仕事の世界 
   ・Humans and the World of Work (Humans and The World of Work) 
 

























７ Arts and Culture (Music, Fine Arts)の目的と「Fine Arts」の内容 
 











  美術領域（Fine Arts）では,「SYMBOL SYSTEMS OF THE FINE ARTS」と「VISUAL SYMBOL SYSTEMS」に分けられ,
それぞれ子ども達が個人の感覚的,主観的レベルと,社会的レベルの双方から視覚表現手段を活用出来るように指
導するように求められ,内容が定められている。「SYMBOL SYSTEMS OF THE FINE ARTS」とは日本でいうところの純
粋美術（絵画,彫刻等）, 「VISUAL SYMBOL SYSTEMS」とはデザイン的なものであると考えらえる。 
 






























  プロセスに積極的に参加し,複数のコミュニケーションを尊重する。 
  
 これらの2領域の内容は先にあげたFEPの「キー・コンピテシー」として挙げられた能力を確実に獲得するた





















































 ア 作者の心情や意図と創造的な表現の工夫などを理解し見方を深め,作品に対する自分の価値意識をもって 
   批評し合い,よさや美しさを幅広く味わうこと。 
 イ 日本の美術の概括的な変遷や作品の特質を調べたり,それらの作品を鑑賞したりして,日本の美術や文化 
   と伝統に対する理解と愛情を深め,美術文化の継承と創造への関心を高めること。 
 ウ 日本及び諸外国の美術の文化遺産を鑑賞し,表現の相違と共通性に気付き,それぞれのよさや美しさ,創 
   造力の豊かさなどを味わい,文化遺産を尊重するとともに,美術を通した国際理解を深めること。 
 エ 現代及び文化遺産としてのデザインの洗練された美しさなどを感じ取り,自己の美意識や美的選択能力を 
   高めること。 
 オ 美術作品や生活の中の造形に取り入れられている自然のよさや美しさ,素材の生かし方などを感じ取り, 
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